
資料１ 

2022 年可児市外国籍市民意識調査の概要 

 

１．調査の目的 

 

 可児市に居住している外国籍市民の行政に対しての要望や、生活・情報・意識等の実

態を把握するとともに令和５年度に予定している「可児市多文化共生推進計画」の改訂

を計画的に推進していくための基準値として使用します。 

 

２．調査の方法 

 

（１）調査対象 

  令和４年 10月 1 日現在、市内に住民登録のある特別永住者を除く 16 歳以上の外国

籍市民 

（２）期間 

 11 月１日～11月 30 日 

（３）調査数 

 2,000 人 

（４）抽出方法 

 住民基本台帳から無作為抽出 

（５）調査方法 

 郵送による調査または二次元コードからの回答 

（６）調査票の言語 

タガログ語、ポルトガル語、英語、中国語、日本語（ふりがな付き） 

（７）その他 

 回収数によっては市相談窓口、フレビアなどに来訪した外国籍市民に調査をする。 

 

３．調査内容 

 

調査項目  推進計画との関連 

(1)回答者自身について   

(2)仕事について  Ⅲ 暮らしにおける共生 

(3)医療・保険について  Ⅲ 暮らしにおける共生 

(4)日本語学習について  Ⅰ 言語における共生 

(5)防災について  Ⅲ 暮らしにおける共生 

(6)日常生活について  Ⅳ 地域社会における共生 

(7)行政サービスについて  Ⅰ～Ⅳ 

(8)子どもの教育について  Ⅱ 子どもの教育における共生 

(9)その他   

 


